
会 議 録 

会議名 平成 29年度第３回東浦町社会教育委員会 

開催日時 
平成 30年３月 15日（木） 

 午前 10時から午前 12時 10分まで 

開催場所 東浦町文化センター２階視聴覚室 

出席者 

委員 

石原弘幸氏、鈴木万里子氏、髙崎義幸 氏、      

中村建志郎氏、久米 弘氏、久米さちへ氏、二宮邦子氏、 

水野智美氏、松下玲子氏、竹内正樹氏、宇井弘文氏 

事務局 

教育長、教育部長、生涯学習課長、中央図書館長、 

スポーツ課課長補佐、生涯学習係長、文化財係長、 

生涯学習課職員、生涯学習指導員 

欠席者 平井伸幸氏 

議題 
１ 平成 30年度教育部予算について 

２ その他 

傍聴者の数 なし 

審議内容 

◆生涯学習課長 

次第に従い会を進める。 

委員長より挨拶をいただく。 

 

◇委員長 

             （挨拶） 

◆生涯学習課長 

教育長より挨拶をいただく。 

 

◆教育長 

（挨拶） 

以降は委員長が議事を取り回す。  

 

◇委員長 

 次第に従い議事を進める。次第１「平成 30年度教育部予算につ

いて」を議題とし、事務局から説明を求める。はじめに、生涯学

習課の説明を求める。 

 

◆事務局 

生涯学習課に係る予算について、概要を説明。 

・文化センター、地区コミュニティセンター管理費を、それぞ

れ維持管理費と施設整備費の 2事業に分けて計上した。 

・文化センターの使用者の利便性を向上させるため、Free Wi-Fi



設置にかかる経費を計上した。 

・文化センター2階展示ホールで使用する可動式間仕切壁の取り

換えに係る経費を計上した。 

・緒川、生路コミュニティセンターの駐車場区画線修繕、石浜

コミュニティセンターのトイレ改修工事、卯ノ里コミュニテ

ィセンターの駐車場改修工事を計上した。 

 文化財に係る予算について，概要を説明。 

・天白遺跡発掘調査に関する報告書を作成したり、出土品の自

然科学分析を行ったりする予算を計上した。 

・郷土資料館の常設展示替え事業のための予算を計上した。 

 

◇委員長 

 事務局の説明を受けて、委員の意見を募る。 

 

◇委員 

 ジュニアリーダー育成関係の事業で、小学校 4年生から中学校 3

年生の青尐年を対象と書いてあるが、設置要項では、参加資格は

高校生までとなっている。変更したのか。 

Free Wi-Fi を文化センターに設置されるということであるが、

利用者はどういう風に関わっていけるか。使い方について予定が

あれば教えてほしい。 

地区コミュニティセンター等事業費の中の地区コミュニティセ

ンター講座受講料は、だれの受講料なのか。 

天白遺跡発掘調査事業費は、すべて町の負担なのか。 

 

◆事務局 

 ジュニアリーダーの育成関係については、設置要項が高校生ま

でとなっているので、訂正を依頼する。平成 30年度の募集につい

ては、すでに、東浦高校にも募集に関するポスター掲示をお願い

した。 

Free Wi-Fi については、アクセスポイントを 4 か所設定してい

る。その目的は、各種団体の講演会・研修会で、インターネット

を介して、パワーポイントなどで説明することが多くなっており、

講演会などをスムーズに行うためと考えている。また、来館者の

自由な活動の中で、スマートフォンなどでの調べ物の便宜を図り

たい。 

 地区コミュニティセンター講座受講料については、四角に囲ま

れているところは、この事業を行うにあたって、歳入として入っ

てくる見込み額を掲載し、参加者の受講料をその講座の財源に充

てている。 

 天白遺跡の事業費については、平成 30年度の事業費は町の事業

負担で行う。平成 29年度については、区画整理組合に負担をいた

だいており、一部は国庫補助で行われた。 



◇委員長 

 社会教育委員の報酬が 13名分となっているが、来年度は増員さ 

れるのか。 

郷土資料館新規事業としての常設展示替えについてですが、堅 

雄堂の模型、水野忠政・忠善座像のレプリカは今年度中に作製す

るのか。 

 

◆事務局 

 社会教育委員については、本来、町の公募委員の規定は 2 名募

集であるので、平成 30 年度は 2 名募集して 13 名の社会教育委員

を考えていた。しかし、公募希望者が 1 名なので、選考されても

12名体制になる予定である。 

郷土資料館の常設展示替えについては、現在、堅雄堂の模型は

完成しており、水野忠政像の保存処理も終了している。忠政・忠

善座像の複製品は、30 年度中に完成予定である。今の予定では、

年末に休館して、展示替えを行い、新年にはお披露目できる予定

である。 

 

◇委員長 

 生涯学習課へのさらなる意見がないことを確認し，続いて図書

館の説明を求める。 

 

◆事務局 

図書館に係る予算について、概要を説明。 

 ・照明器具の LED化を進める。 

 ・2階の雤漏り対策として、屋根樋・外壁改修工事を行う。 

・町制 70周年記念事業として、新美南吉からの手紙の小冊子作

成、手紙の原本保存、簡易なレプリカ作成などの事業を計上

した。1,500冊作成し、そのうち 500冊は、小学校 4年生に配

布する予定である。 

・1歳 6か月の子どもたちに配布するブックスタート配布用絵本

を 2種類増やして、6種類とする。 

 

◇委員長 

 事務局の説明を受けて、委員の意見を募る。 

 

◇委員 

 南吉の手紙の小冊子については、南吉の研究は半田市や安城市

で力を入れているので、情報交換しながら作成していくのか、そ

れとも東浦町だけで作成するのか考えを聞かせてほしい。 

図書資料購入費の中に、電子書籍も検討されているのか。 

  

◆事務局 



 南吉の手紙が発見されたのは、平成 25年である。その際、南吉

記念館には内容調査をお願いしている。小冊子作成にあたり、南

吉記念館の学芸員の方の見解も必要と考え、協力の依頼をしてい

る。安城市については、現在連携していないので、南吉記念館を

通しての連携も考えたい。 

今回図書資料購入費として計上しているのは、視聴覚資料を除

くと紙の資料である。電子書籍の導入については、大府市がすで

に導入しているが、電子書籍を導入している図書館は尐なく、現

在予算立てを検討する段階には至っていない。今後、電子書籍が

流通することは予想されるので、今後の重要な検討課題としたい。 

 

◇委員 

 電子書籍については、今後蔵書の保管場所の問題や東浦町は中

央図書館方式なので、離れた人でもネットを通して図書を借りる

ことができるように、仕組みを整えていってもいいと思う。 

 

◇委員長 

 今後の検討としてよろしくお願いします。 

それから、南吉の手紙の小冊子は、どのくらいの大きさで、ペ

ージ数はどのくらいを考えていますか。 

 

◆事務局 

 小学校 4年生が読むことを考えて、見本印刷を見たうえで、B5

または A4サイズにしたい。ページ数は 40ページ前後の予定であ

る。 

 

◇委員長 

 小学校 4年生に 500部配布ですが、その他の 1,000部はどこか

に配布する予定がありますか。 

 

◆事務局 

 ご協力いただいた南吉記念館、管内・県内の図書館に配布した

い。また、小冊子ができたら、原本またはレプリカを図書館に展

示したい。あわせて、南吉や久米常民氏が研究していた万葉集の

書籍を展示したいと考えている。その入場者の中の希望者に配布

したい。 

 

◇委員長 

 東浦町の 2名の国文学者（久松潜一先生・久米常民先生）をＰ

Ｒできるといい。図書館には、久米常民先生の随筆「書き・書く・

書け」が 1冊しかない。図書館には、他にはないですか。個人で

作られたものなので、町として増刷は出来ないか。一度検討して

もらいたい。 



◆事務局 

 蔵書については、確認をさせていただく。また、購入できる資

料かについても確認して、展示ができるようにそろえたい。 

 

◇委員長 

 図書館へのさらなる意見がないことを確認し，続いてスポーツ

課の説明を求める。 

 

◆事務局 

スポーツ課に係る予算について、概要を説明。 

・町制 70周年記念大会で、東浦町マラソン実行委員会の負担金

が増加した。 

・平成 28年 6月に改正された「建築基準法」の改定により、体

育館の特定建築物定期調査費を計上した。 

・北部中学校屋外トイレ撤去及び駐車場舗装費を計上した。 

・平成 30年度より、みどり浜グランドの芝の管理を直営で行う

ために、乗用式芝刈機を計上した。 

・藤江コミュニティセンター体育室音響機器・券売機・ウォー

タークーラーの取替を計上した。 

 

◇委員長 

 事務局の説明を受けて、委員の意見を募る。 

 

◇委員 

 学校部活動外部指導者派遣について、部活動の在り方、教員の

負担軽減の観点から、今後取り組んでいかなければならないと思

うが、現状と今後の方向性について教えていただきたい。 

 森岡地区にはできていると思うが、地域の中で、子どもたちの

運動できる仕組みを作っていく地域スポーツを他地区にも働き掛

けていくのか、教えていただきたい。 

 

◆事務局 

学校部活動外部指導者として、今年度 28名を派遣している。平

成 30年度の派遣依頼の募集をしたところ、現在 26名の依頼があ

った。しかし、新年度に向けての人事異動で、変更があると考え

ている。予算的には、本町は一人一律 20,000円であるが、回数が

尐なくなると計算式により減額することもある。派遣費用は、各

市町で格差がある。 

森岡地区の地域スポーツ団体（森と川）は、以前国からの指導

で設立した。東浦中学校区への設立については、スポーツ委員さ

んを通しながら調整しているが、現在の課題となっている。 

学校部活動外部指導員の育成は、スポーツ指導者養成講習会を

予算計上して実施している。日ごろスポーツを行っている方、指



導者としてやっていきたい方、競技にかけている方などに広く募

集して、指導者を育てながら、新たに外部指導者になっていただ

ける方を探している。なかなか増えてこないのが課題である。 

 

◆教育長 

 学校部活動外部指導者事業は、一人一律 20,000円で実施してい

る。ボランティアに近い状態で、意欲のある人に来ていただいて

いるのが現状である。今後検討していきたい。 

学校の部活動は、人数が集まらず、活動できないこともある。

地域スポーツで、子どもたちが、やりたいことをやれるようにす

る受け皿を支援していかなければならないと考えている。なかな

か現実は難しいところもある。また、部活動の指導者には、学校

の教育活動の一環としてやっていただくのであり、勝利至上主義

ではなく、健全な部活動になるように体制を整えていくことを考

えていきたい。 

 

◇委員長 

次第１「平成 30年度教育部予算について」へのさらなる意見が

ないことを確認し、次第 1の審議終了を宣告。 

次第２「その他」について予定がないことを確認し、議事の終

了を宣告。 

 

◆生涯学習課長 

次年度第１回委員会の開催日について連絡。 

 

備考 なし 

 


